
 

防災庁舎ほか井戸及び雨水用ろ過設備ほか点検保守業務委託契約書（案） 

 

　宮崎県（以下「甲」という。）と ○○○（以下「乙」という。）とは、防災庁

舎ほか井戸及び雨水用ろ過設備ほか点検保守業務の委託について、次のとおり契

約を締結する。 

　（目的） 

第１条　甲は、別に定める　防災庁舎ほか井戸及び雨水用ろ過設備ほか点検保守

業務委託仕様書（以下「仕様書」という。）に記載する設備の点検保守委託業

務（以下「委託業務」という。）を乙に委託し、乙は、これを受託するものと

する。 

　（委託期間） 

第２条　委託業務の委託契約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３

４条の３の規定に基づく長期継続契約として行うものであり、委託業務の委託

期間（以下「委託期間」という。）は、令和７年１０月１日から令和１０年９

月３０日までとする。 

　（委託料） 

第３条　委託業務の委託料並びに消費税及び地方消費税額（以下「委託料等」と

いう。）は、次のとおりとする。 

委 　 託 　 料　　　金○○○円 

　　　　　　　　　　　　（令和　７年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和　８年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和　９年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和１０年度　年額金○○○円） 

消費税及び地方消費税額　　　金○○○円 

　　　　　　　　　　　　（令和　７年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和　８年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和　９年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和１０年度　年額金○○○円） 

合　　　　　　　　　計　　　金○○○円 

　　　　　　　　　　　　　　（令和　７年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和　８年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和　９年度　年額金○○○円） 

　　　　　　　　　　　　（令和１０年度　年額金○○○円） 

　（契約保証金） 



第４条　乙は、この契約の締結と同時に、契約保証金として金○○○円を甲に納

 　付しなければならない。

２　甲は、乙がこの契約により生ずる義務を履行しないときは、前項の契約保証

　金を甲に帰属させることができる。 

 ※ 契約保証金を納付させない場合（財務規則第１０１条第２項該当） 

 （契約保証金） 

 第４条　契約保証金は、免除する。

　（委託業務の処理方法） 

第５条　乙は、委託業務を仕様書及び甲の指示に従って処理しなければならない。 

　（再委託の禁止） 

第６条　乙は、委託業務を第三者に再委託してはならない。ただし、あらかじめ

　甲の書面による承認を得たときは、この限りでない。 

　（権利の譲渡等の禁止） 

第７条　乙は、この契約から生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は引き受

けさせてはならない。 

　（実地調査等） 

第８条　甲は、必要があると認めるときは、委託業務の実施状況、委託料の使途

その他必要な事項について報告を求め、又は実地に調査することができる。 

　（報告書の提出） 

第９条　乙は、仕様書に基づき点検を実施するものとし、点検を実施したときは、

実施報告書（以下「報告書」という。）に点検の状況を撮影した写真を添付の

上、速やかに甲に提出しなければならない。 

２　甲は、報告書を受理したときは、その内容を検査し、合格又は不合格の旨を

乙に通知するものとする。 

３　乙は、前項の規定による不合格の旨の通知があったときは、甲の指定する期

　間内にその指示に従いこれを補正しなければならない。前２項の規定は、この

　項の規定による補正について準用する。 

４　第２項（前項後段において準用する場合を含む。）の検査及び前項前段の補

　正に要する費用は、乙の負担とする。 

　（委託料の請求及び支払） 

第10条　乙は、次表の実施期間における全ての点検について、甲から前条第２項

（同条第３項後段において準用する場合を含む。）の規定による合格の旨の通

知があったときは、甲に当該期間に係る委託料の支払請求書を提出するものと

する。 



 

実 施 期 間 金 額 実 施 期 間 金 額

令和７年１０月～  令和８年１月～  

　　　　１２月  　　　　　　円 　 　 　 　 ３ 月  　　　　　　円

令和８年４月～  令和８年７月～        

　 　 　 　 ６ 月  　　　　　　円 　 　 　 　 ９ 月  　　　　　　円

令和８年１０月～  令和９年１月～  

　　　　１２月  　　　　　　円 　 　 　 　 ３ 月 　　　　　　 円

令和９年４月～  令和９年７月～  

　 　 　 　 ６ 月  　　　　　　円 　 　 　 　 ９ 月  　　　　　　円

令和９年１０月～  令和１０年１月～        

　　　　１２月  　　　　　　円 　 　 　 　 ３ 月  　　　　　　円

令和１０年４月～  令和１０年７月～  

　 　 　 　 ６ 月  　　　　　　円 　 　 　 　 ９ 月 　　　　　　 円

 

２　甲は、前項の規定による支払請求書の提出があったときは、その日から起算

して３０日以内に乙に当該期間に係る委託料を支払うものとする。 

３　甲がその責めに帰すべき理由により前項に規定する期間内に委託料の全部又

は一部を支払わない場合には、乙は、甲に対して、遅延日数に応じ、未受領金

額に政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和２４年法律第２５６号）第

８条第１項本文に規定する財務大臣が決定する率の割合で計算した額に相当す

る金額を請求することができる。 

　（契約の解除） 

第11条　甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、この契約を解除する

ことができる。 

（１）　正当な理由なく、仕様書に定める点検を実施しないとき。 

（２）　乙の責めに帰すべき理由により、委託業務を継続することが困難になっ

　　　たと認められるとき。 

（３）　乙の業務の実施が著しく不誠実であること、その他この契約に違反した

　　　ことにより、この契約の目的を達成することができないと認められるとき。 

（４）  乙が次のいずれかに該当するとき。 

　　ア　役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人である場合にはそ

　　　の役員又はその支店若しくは常時設備維持管理業務等の契約を締結する事

　　　務所の代表者をいう。以下同じ。）が暴力団員による不当な行為の防止等

　　　に関する法律（平成３年法律第77号。以下「暴力団対策法」という。）第

　　　２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）であると認



　　　められるとき。 

    イ　暴力団（暴力団対策法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同　

　　　じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。  

　　ウ　役員等が、暴力団員であることを知りながら、その者を雇用し、又は使

　　　用したと認められるとき。 

　　エ　役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者

　　　に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと

　　　認められるとき。 

    オ　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供

　　　与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しく

　　　は関与していると認められるとき。 

    カ　役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有してい

　　　ると認められるとき。 

    キ　再委託契約その他の契約に当たり、その相手方がアからカまでのいずれ

　　　かに該当することを知りながら、当該者と契約を締結したと認められると

　　　き。 

    ク　乙が、アからカまでのいずれかに該当する者を再委託契約その他の契約 

　　　の相手方としていた場合（キに該当する場合を除く。）に、甲が乙に対し

　　　て当該契約の解除を求め、乙がこれに従わなかったとき。 

２　甲は、翌年度以降において甲の歳出予算におけるこの契約の契約金額につい

 て減額され、又は削除された場合には、この契約を解除するものとする。

３　甲は、前２項の規定による契約の解除によって生じた乙の損害については、

その賠償の責めを負わないものとする。 

　（損害賠償） 

第12条　乙は、この契約に定める義務を履行しないために甲に損害を与えたとき

は、その損害を賠償しなければならない。 

２　乙は、委託業務の実施について第三者に損害を与えたときは、その損害を賠

償しなければならない。　 

　（秘密の保持） 

第13条　乙は、委託業務の処理上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。 

２　前項の規定は、委託期間が満了し、又はこの契約が解除された後においても 

　なおその効力を有するものとする。 

　（個人情報の保護） 

第14条　乙は、委託業務を処理するため個人情報を取り扱うに当たって、別記　

個人情報取扱特記事項を遵守しなければならない。 

　（費用の負担） 



第15条　この契約の締結及び履行に関し必要な費用は、乙の負担とする。 

　（協議等） 

第16条　前各条に定めるもののほか、この契約の履行に関し必要な事項は、宮崎

県財務規則（昭和３９年宮崎県規則第２号）第６章の定めるところによるもの

とし、この契約に定める事項について疑義が生じた場合又はこの契約若しくは

同章に定めのない事項については、甲乙協議の上、定めるものとする。 

 

この契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１

通を保有するものとする。 

 

　　令和７年　月　日 

 

                                    甲　 宮　崎　県              

                                     　　宮崎県知事　河野　俊嗣 

   

 

                                    乙　  

 



別記 

個人情報取扱特記事項 

 

　（基本的事項） 

第１　乙は、個人情報（生存する個人に関する情報であって、特定の個人を識別

することができるもの（他の情報と容易に照合することができ、それにより、

特定の個人を識別することができることとなるものを含む。）をいう。以下同

じ。）の保護の重要性を認識し、委託業務の処理に当たっては、個人の権利利

益を害することのないよう、個人情報を適正に取り扱わなければならない。 

　（秘密等の保持） 

第２　乙は、委託業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせてはな

らない。この契約が終了し、又は解除された後も同様とする。 

  （収集の制限） 

第３　乙は、委託業務を処理するために個人情報を収集するときは、その利用目

的を特定し、利用目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ適正な方法

により収集しなければならない。 

　（目的外利用及び提供の禁止） 

第４　乙は、委託業務の処理に関して知り得た個人情報を当該事務の利用目的以

外の目的のために利用し、又は第三者に提供してはならない。ただし、甲の指

示があるとき、又はあらかじめ甲の承認を得たときは、この限りでない。 

  （適正管理） 

第５　乙は、委託業務の処理に関して知り得た個人情報について、漏えい、滅失

又は毀損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなけ

ればならない。 

　（複写又は複製の禁止） 

第６　乙は、委託業務を処理するために甲から提供を受けた個人情報が記録され

た資料等を複写し、又は複製してはならない。ただし、あらかじめ甲の承認を

得たときは、この限りでない。 

　（再委託の禁止） 

第７　乙は、本契約第６条に定める場合を除き、この契約による個人情報を取り

扱う業務を第三者に再委託してはならない。 

　（資料の返還等） 

第８　乙は、委託業務を処理するために甲から提供を受け、又は乙自らが収集し、

若しくは作成した個人情報が記録された資料等は、この契約の終了後直ちに甲

に返還し、引き渡し、又は廃棄するものとする。また、当該個人情報を電磁的

に記録した機器等は、確実に当該個人情報を消去するものとする。ただし、甲



が別に指示したときは、その指示に従うものとする。 

  （従事者への周知） 

第９　乙は、委託業務に従事する者及び従事した者に対して、在職中及び退職後

においても当該業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は

不当な目的に利用してはならないこと等、個人情報の保護に関し必要な事項を

周知させなければならない。 

  （事故報告） 

第１０　乙は、この特記事項に違反する事態が発生し、又は生じるおそれのある

ことを知ったときは、速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。 

 



防災庁舎ほか井戸及び雨水用ろ過設備ほか点検保守業務委託仕様書 

 

１ 適用 

委託業務の実施は本仕様書及び建築保全業務共通仕様書（建築保全業務積算要領  
令和５年版）に基づいて行う。 

なお、記載のない事項で業務の性質上実施が必要な場合は、そのつど委託者と受託

者で協議する。 

 

２ 点検保守業務の対象範囲 

井戸用ろ過・滅菌装置、雨水用ろ過・滅菌装置、造水装置及び噴水用循環ろ過設備。 

  各種装置概要については以下のとおり。 

 

３ 委託場所及び装置構成 

 （1）所在地     宮崎市橘通東１丁目９番１８号 

      庁舎名     宮崎県防災庁舎 

      装置構成 以下のとおり  
 

   ア  井戸用ろ過設備 

機  器  名  称  仕  様  設置場所  数量  
井戸ポンプ  
 

水中ポンプ  
40mm×0.1 ㎥ /min×31.5m 

屋外  1 

ろ過装置  自動除鉄・除マンガン装置  
SS 製、自動弁付  

2 階  
受水槽室  

1 

受水槽  井水・雨水兼用  
14 ㎥、FRP 製  

〃  2 

薬注装置  次亜塩素酸ソーダ用・凝集剤 (PAC)用  
ポンプ、タンク（PE 製 ,120L）  

〃  2 

加圧給水  
ポンプユニット  

雑用水系統  
40mm×80mm×0.22 ㎥ /min×60m 

〃  1 

砂こし器  
 

ストレーナ（60 メッシュ）  屋外  2 

サンド  
セパレーター  

SUS 製、約 1,500H、排砂口付  2 階  
受水槽室  

1 

制御盤  
 

屋内壁掛型  〃  1 

 

  



 

    イ  雨水用ろ過設備 

機  器  名  称  仕  様  設置場所  数量  
雨水ポンプ  
 

陸上ポンプ（片吸込渦巻形）  
50mm×40mm×0.198 ㎥ /min×21.5m 

地下１階  
衛生機械室  

1 

ろ過装置  
 

FRP 製砂ろ過装置  
電動五方弁、その他付属品一式  

〃  1 

薬注装置  次亜塩素酸ソーダ用  
ポンプ、タンク（PE 製 ,120L）  

〃  1 

制御盤  
 

屋内壁掛型  〃  1 

 

ウ  造水装置（ AW-7200MⅡ）  
 

 （2）所在地     宮崎市橘通東２丁目１０番１号 

      庁舎名     県庁本館 

     装置構成 ア 井戸用ろ過装置  
薬注装置（薬液補充のみ）  

         イ 噴水用循環ろ過装置   
循環ポンプ、排水ポンプ、循環ろ過機、自動弁、薬注装置、  
銅イオン発生装置（もとりす  MS-25V）、ヘアキャッチャー  

 

４ 委託期間 

令和７年１０月１日から令和１０年９月３０日まで 

 

５ 業務内容 

(1) 防災庁舎  
ア 井戸用ろ過設備 

(ｱ) ろ過装置 

       ・外観点検、試運転、逆洗、弁開閉確認、圧力計確認、電流値･絶縁抵抗測  
       定等  
      (ｲ) 薬注装置 

        ・ポンプ動作確認、残留塩素測定、薬液補充等（次亜塩素酸ソーダ及び凝  
       集剤（ＰＡＣ）を含む）  
        ※薬液補充は毎月１回実施 

      (ｳ) ポンプ類 

        ・目視検査、電流値･絶縁抵抗測定、パッキン調整等 

      (ｴ) 砂こし器 

        ・目視検査、清掃 

      (ｵ) サンドセパレーター 

        ・目視検査、清掃 

      (ｶ) 水中ポンプ分解整備及び配管薬品洗浄 



        ※１月点検の際に実施（１回／年） 

        ・ポンプケーシング部分解整備（O リング、酸性系薬品、中和剤含む） 

        ・屋外バルブボックス～２階受水槽室間（50A 約 110m）配管薬品洗浄  
        （酸性系薬品、中和剤含む）  
 
   イ 雨水用ろ過設備 

    (ｱ) ろ過装置 

        ・外観点検、試運転、逆洗、弁開閉確認、圧力計確認、電流値･絶縁抵抗測  
       定等  
      (ｲ) 薬注装置 

        ・ポンプ動作確認、残留塩素測定、薬液補充等（次亜塩素酸ソーダを含む） 

        ※薬液補充は毎月１回実施 

      (ｳ) ポンプ類 

        ・目視検査、電流値･絶縁抵抗測定、パッキン調整等 

     ウ 造水装置  
      (ｱ) 機器点検等 

        ・外観点検、試運転、逆洗確認、逆浸透膜能力確認及び出口圧力測定、弁  
開閉確認、減圧弁確認、圧力計確認、電流値･絶縁抵抗測定、生産水量点  
検調整、高圧ポンプ、駆動モ－タ－、ベルト点検調整及び計測等  

      (ｲ) 逆浸透膜の洗浄等  
        ※１月点検の際に実施（１回／年）  
        ・逆浸透膜の薬品洗浄、プレフィルター交換  
      (ｳ) 水質検査（Ａ～Ｄ表）  

a ７月点検の際に実施  
・水質検査１   飲料水 Ａ表項目 

                    Ｃ表項目 

                    Ｄ表項目   （令和９年度のみ実施）  
b １月点検の際に実施 

          ・水質検査２  飲料水 Ｂ表項目  
(2) 本館  

 ア 薬注装置  
(ｱ) 薬注装置 

         ・薬液補充  
（次亜塩素酸ソーダ、凝集剤（ＰＡＣ）及びスケール分散剤を含む）  

         ※薬液補充は令和８年度のみ毎月１回実施。  
      ※スケール分散剤は別途支給。  

令和７年、９年、１０年は不要。  
   イ 噴水用循環ろ過設備  
    (ｱ) 循環ポンプ、排水ポンプ   

・試運転、目視検査、電流値・絶縁抵抗測定   
(ｲ)  循環ろ過機、自動弁   

・試運転、目視検査、圧力計確認、電流値・絶縁抵抗測定   
(ｳ)  薬注装置   



・目視検査、試運転、残留塩素測定、薬液補充（次亜塩素酸ソーダ含む） 
※薬液補充は毎月１回   

(ｴ)  銅イオン発生装置（もとりす  MS-25V）   
・目視検査、試運転、電極点検清掃、銅イオン濃度チェック   

(ｵ) ヘアキャッチャー   
・目視検査、清掃   

(3) その他 

     ア 装置各部のボルト、ナットの締め直し 

      イ 装置各部の清掃及び注油 

  (4) 点検は、４月、７月、１０月及び１月の各月にそれぞれ１回実施すること。 

   ただし、薬液補充は毎月１回実施すること。  
  (5) 点検に当たっては、事前に実施予定日を連絡すること。 

  (6) 点検後は、実施報告書に点検の状況を撮影した写真を添付の上、速やかに提出  
すること。  

  (7) 保全業務に要する下記の材料等は、無償で取り替えること。 

ア ボルト、ナット、ヒューズ類 

イ グリース及び潤滑油類 

  (8) 点検の結果、(7)以外の部品等の取り替えを要する場合は、直ちに報告すること。 
(9) 委託期間中の各種装置の故障については呼び出しに応ずること。  

 (10) 水質検査については、建築物における衛生的環境の確保に関する法律第四条に  
規定する建築物環境衛生管理基準を満足するものとする。  

  (11) 水質検査試料を採水する際は、当該施設管理者の立会のもと実施すること。 

  (12) 水質検査により、(10)の管理基準数値を満足しない結果の場合は、原因を調査  
し、機器再調整のうえ、再度水質検査を実施検証するものとする。なお、この

際の費用については、受託者負担とする。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａ表 (水質検査:16 項目) ７月          Ｂ表 (水質検査:11 項目)  １月 

・一般細菌 

・大腸菌 

・亜硝酸態窒素   
・硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

・塩化物イオン 

・有機物(全有機炭素（TOC)の量) 

・pH値 

・ 味 

・臭 気     
・色 度 

・濁 度             
・鉛及びその化合物 

・亜鉛及びその化合物 

・鉄及びその化合物 

・銅及びその化合物 

・蒸発残留物                     
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般細菌 

・大腸菌 

・亜硝酸態窒素 

・硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

・塩化物イオン 

・有機物(全有機炭素（TOC)の量) 

・pH値 

・ 味 

・臭 気 

・色 度 

・濁 度 

 

Ｃ表 (水質検査:12 項目)  ７月         D 表 (水質検査:7 項目)  ７月 
・シアン化物イオン及び塩化シアン 

・塩素酸 

・クロロ酢酸 

・クロロホルム 

・ジクロロ酢酸 

・ジブロモクロロメタン            
・臭素酸 

・総トリハロメタン        
・トリクロロ酢酸 

・ブロモジクロロメタン 

・ブロモホルム 

・ホルムアルデヒド 

 

  

・四塩化炭素  
・シス -1,2-ジクロロエチレン及び  

トランス -1,2-ジクロロエチレン  
・ジクロロメタン  
・テトラクロロエチレン  
・トリクロロエチレン             
・ベンゼン  
・フェノール類  


